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11..  教教
きょう

務務
む

  

((11))  日日
に

本本
ほ ん

語語
ご

ププレレーーススメメンントトテテスストト  

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

の 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

は、技能
ぎ の う

別
べつ

に、習 熟 度
しゅうじゅくど

に応
おう

じて 9段階
だんかい

（ 初 級
しょきゅう

前期
ぜ ん き

、 初 級
しょきゅう

後期
こ う き

、 初 中 級
しょちゅうきゅう

、 中 級
ちゅうきゅう

前期
ぜ ん き

、

中 級
ちゅうきゅう

後期
こ う き

、 中 上 級
ちゅうじょうきゅう

、 上 級
じょうきゅう

前期
ぜ ん き

、 上 級
じょうきゅう

後期
こ う き

、 超 上 級
ちょうじょうきゅう

）に分
わ

けられます。どの 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

に相当
そうとう

するかは、

学期
が っ き

が始
はじ

まる前
まえ

に 行
おこな

う日本語
に ほ ん ご

プレースメントテストによって決定
けってい

します。 

 

日程
にってい

など日本語
に ほ ん ご

プレースメントテストの 詳 細
しょうさい

は、在学生
ざいがくせい

へ春
はる

学期
が っ き

は前年
ぜんねん

12月
がつ

ごろ、秋
あき

学期
が っ き

は 6月
がつ

ごろに 学 習
がくしゅう

支援
し え ん

システム DUET で案内
あんない

します。 

 

((22))  科科
か

目目
もく

登登
とう

録録
ろく

  

11))  科科目目
か も く

登登録録
と う ろ く

のの流流
なが

れれ  

 

 
  

先行
せんこう

登録
とうろく

 主
おも

にクラス定員
ていいん

が設定
せってい

されている科
か

目
もく

を対
たい

象
しょう

としています。履
り

修
しゅう

希
き

望
ぼう

者
しゃ

は

一
いっ

般
ぱん

登
とう

録
ろく

より前
まえ

に登
とう

録
ろく

申請
しんせい

が必
ひつ

要
よう

です。登録
とうろく

申請者数
しんせいしゃすう

がクラス定員
ていいん

を上回
うわまわ

っ

た場合
ば あ い

、 抽 選
ちゅうせん

で登録者
とうろくしゃ

を決定
けってい

します。登
とう

録
ろく

確
かく

定
てい

後
ご

の変
へん

更
こう

及
およ

び履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

期
き

間
かん

以
い

外
がい

の 中
ちゅう

止
し

は認
みと

められません。 

オンデマンド授 業
じゅぎょう

期間
き か ん

 

（DO Week） 

初回
しょかい

授 業
じゅぎょう

は DO Week 期間
き か ん

にオンデマンドで実施
じ っ し

されます。 

シラバスを確認
かくにん

し、「DO Week期間
き か ん

の初回
しょかい

動画
ど う が

等
など

の配信
はいしん

」欄
らん

に表示
ひょうじ

されている

URL からオンデマンド配信
はいしん

を受講
じゅこう

してください。 

※「DO Week期間
き か ん

の初回
しょかい

動画
ど う が

等
など

の配信
はいしん

」欄
らん

に「なし」が表示
ひょうじ

されている科目
か も く

は

オンデマンド配信
はいしん

を 行
おこな

いません。 

一般
いっぱん

登録
とうろく

 先
せん

行
こう

登
とう

録
ろく

以
い

外
がい

の科
か

目
もく

の登
とう

録
ろく

を 行
おこな

ってください。 

面接
めんせつ

授 業
じゅぎょう

開始
か い し

 

登録
とうろく

科目
か も く

確認
かくにん

 

およびエラー 修 正
しゅうせい

 

DUETで登
とう

録
ろく

エラーの有
う

無
む

や登
とう

録
ろく

した科
か

目
もく

が間
ま

違
ちが

いなく登
とう

録
ろく

されているかどう

かを確
かく

認
にん

してください。エラーがある場
ば

合
あい

は、国
こく

際
さい

教
きょう

養
よう

教
きょう

育
いく

院
いん

事
じ

務
む

室
しつ

へ所
しょ

定
てい

期
き

間
かん

内
ない

に 修
しゅう

正
せい

を申
もう

し出
で

てください。 

履修
りしゅう

科目
か も く

確認
かくにん

 エラー 修
しゅう

正
せい

を申
もう

し出
で

た人
ひと

は、エラーが 修
しゅう

正
せい

されているかどうか確
かく

認
にん

してくだ

さい。 

登録
とうろく

確定
かくてい

 

履修
りしゅう

中止
ちゅうし

 １ヶ
か

月
げつ

程
てい

度
ど

授
じゅ

業
ぎょう

を受
じゅ

講
こう

したあと、科
か

目
もく

の履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

を 行
おこな

うことができます。

（科
か

目
もく

によっては履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

できない科
か

目
もく

もあります。） 

履修
りしゅう

科目
か も く

確認
かくにん

 

（履修
りしゅう

中止者
ちゅうししゃ

のみ） 

履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

を 行
おこな

った場
ば

合
あい

は、登
とう

録
ろく

の履
り

修
しゅう

が 中
ちゅう

止
し

されているか確
かく

認
にん

してくだ

さい。 
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22))  登登
と う

録録
ろ く

上上
じょう

のの注注
ちゅう

意意
い

点点
て ん

  

科目
か も く

の受講
じゅこう

には、指定
し て い

の期日
き じ つ

に科目
か も く

登録
とうろく

を 行
おこな

うことが必要
ひつよう

です。 

 登録
とうろく

に間違
まちが

いや不備
ふ び

があった場合
ばあい

、その科目
かもく

の登録
とうろく

は認
みと

められません。履修
りしゅう

を希望
きぼう

する科目
かもく

をよく確認
かくにん

の上
うえ

、間違
まちが

いのないよう科目
かもく

登録
とうろく

を 行
おこな

ってください。 

 科目
かもく

登録
とうろく

をしていない科目
かもく

の単位
たんい

は認定
にんてい

されません。 

 登録
とうろく

した科目
かもく

以外
いがい

は、受講
じゅこう

できません。 

 GEM科目
か も く

および一部
い ち ぶ

の日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

文化
ぶ ん か

教 育
きょういく

プログラム科目
か も く

は「先行
せんこう

登録
とうろく

」が必要
ひつよう

ですので注意
ちゅうい

してください。 

 すでに単位
たんい

を 修
しゅう

得
とく

した科
か

目
もく

は、異
こと

なるクラスであっても再
さい

度
ど

登
とう

録
ろく

することはできません。F評価
ひょうか

（不
ふ

合
ごう

格
かく

）の人
ひと

のみ再
さい

履
り

修
しゅう

ができます。 

 科目
か も く

や授 業
じゅぎょう

の内容
ないよう

をよく確認
かくにん

してから登録
とうろく

を 行
おこな

ってください。 

 心身
しんしん

の 障
しょう

がい等
とう

により、講義
こ う ぎ

の一部
い ち ぶ

（ 演 習
えんしゅう

、実験
じっけん

、 実 習
じっしゅう

、語学
ご が く

など）への参加
さ ん か

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

は、「合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

」として代替
だいたい

措置
そ ち

をとることが可能
か の う

なことがあります。登録前
とうろくまえ

に、国際
こくさい

教 養
きょうよう

教 育 院
きょういくいん

事務室
じ む し つ

に相
そう

談
だん

してく

ださい。 

  

①①  登登録録
とうろく

制制限限
せいげん

単単位位数数
た ん い す う

  

Nichibun生
せい

の登
とう

録
ろく

制
せい

限
げん

単
たん

位
い

数
すう

は派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

により以
い

下
か

のように異
こと

なります。 

種別
しゅべつ

 
学生
がくせい

ID 

（●●は入学年度） 
単位数
た ん い す う

 

交換
こうかん

留 学 生
りゅうがくせい

 2992 ●● 1001-, 1501- 各
かく

学
がっ

期
き

で登
とう

録
ろく

できる単
たん

位
い

数
すう

は、15単位
た ん い

までです。 

大学
だいがく

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

（有 償
ゆうしょう

） 2992 ●● 1301-, 1801- 
各学期
かくがっき

で登録
とうろく

できる単位
た ん い

は 15単位
た ん い

までです。 

1学期
が っ き

に 15単位
た ん い

を超
こ

えて登録
とうろく

する場合
ば あ い

は 1単位
た ん い

につき

22,000 円の研 修 料
けんしゅうりょう

を支払
し は ら

わなければなりません。 

学
がく

部
ぶ

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

生
せい

 （※※11） 2992 ●● 2001-, 2501- 

その他
た

受
うけ

入
いれ

生
せい

 2992 ●● 3201-, 3401- 

予備
よ び

教
きょう

育生
いくせい

 2992 ●● 3001- 
各学期
か く が っ き

で登録
とうろく

できる単位数
た ん い す う

は、15単位
た ん い

までです。 
日
に

本
ほん

語
ご

・日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

研
けん

修
しゅう

留
りゅう

学
がく

生
せい

(日
にっ

研
けん

生
せい

) 2992 ●● 3101- 

 

注
ちゅう

意
い

：学
がく

部
ぶ

・研
けん

究
きゅう

科
か

の科
か

目
もく

を登
とう

録
ろく

した場合
ば あ い

は、その単
たん

位
い

も 上
じょう

限
げん

単
たん

位
い

に含
ふく

まれますので、 注
ちゅう

意
い

してください。 

週
しゅう

に最
さい

低
てい

７コマ以上
いじょう

（1 コマ＝90分
ぶん

）の 授 業
じゅぎょう

を受
う

けることが、法律
ほうりつ

＊で定
さだ

められています。 

＊ 出 入 国
しゅつにゅうこく

管理
か ん り

及
およ

び難民
なんみん

認定法
にんていほう

第
だい

７ 条
じょう

第一項
だいいっこう

第二号
だいにごう

の基準
きじゅん

を定
さだ

める 省 令
しょうれい

 

 

（※※１１）ケンブリッジ大学
だいがく

東
ひがし

アジア研究科
けんきゅうか

、銘
めい

傳
でん

大
だい

学
がく

教
きょう

育
いく

曁
き

應
おう

用
よう

語
ご

文
ぶん

学
がく

院
いん

、東
とう

呉
ご

大
だい

学
がく

外
がい

国
こく

語
ご

文
ぶん

学
がく

院
いん

、大
だい

連
れん

外
がい

国
こく

語
ご

大
だい

学
がく

日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

院
いん

、湖
こ

南
なん

大
だい

学
がく

外
がい

国
こく

語
ご

・国
こく

際
さい

教
きょう

育
いく

学
がく

院
いん

、浙
せっ

江
こう

工
こう

商
しょう

大
だい

学
がく

東
とう

方
ほう

語
ご

言
げん

与
・

哲
てつ

学
がく

学
がく

院
いん

、東
とう

華
か

大
だい

学
がく

外
がい

国
こく

語
ご

学
がく

院
いん

、 上
しゃん

海
はい

外
がい

国
こく

語
ご

大
だい

学
がく

日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

経
けい

済
ざい

学
がく

院
いん

、ヘブライ大
だい

学
がく

人
じん

文
ぶん

学
がく

部
ぶ

東
ひがし

アジア学
がっ

科
か

、同
どう

徳
とく

女
じょ

子
し

大
だい

学
がく

、ソウル神
しん

学
がく

大
だい

学
がく

 

 

②②  修修 了了
しゅうりょう

要要件件
ようけん

  

・予備
よ び

教
きょう

育生
いくせい

：所定
しょてい

の予備
よ び

教 育
きょういく

期間
きかん

在学
ざいがく

し、日本語
に ほ ん ご

科目
かもく

８単位
たんい

以上
いじょう

および日本語
に ほ ん ご

演 習
えんしゅう

科目
かもく

、日本
に ほ ん

事情
じじょう

科目
か も く

、国際
こくさい

事情
じじょう

科目
かもく

より５単位
たんい

以上
いじょう

、合計
ごうけい

13単位
たんい

以上
いじょう

の単位
たんい

修 得
しゅうとく

が必要
ひつよう

。 

・日本語
に ほ ん ご

・日本
にほん

文化
ぶんか

研 修
けんしゅう

留 学 生
りゅうがくせい

（日研生
にっけんせい

）：所定
しょてい

の 研 修
けんしゅう

期間
きかん

在学
ざいがく

し、合計
ごうけい

20単位
たんい

以上
いじょう

を 修
しゅう

得
とく

すること。  
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③③  科科
か

目目
も く

分分
ぶ ん

類類
る い

ごごととのの注注
ちゅう

意意
い

点点
て ん

  
  

日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

 

日本語
に ほ ん ご

学 習
がくしゅう

を主
しゅ

目的
もくてき

とする学生
がくせい

を対 象
たいしょう

にした ≪ 集 中
しゅうちゅう

コース≫、日本語
に ほ ん ご

学 習
がくしゅう

を

主
しゅ

目的
もくてき

としない学生
がくせい

を対 象
たいしょう

にした≪選択
せんたく

コース≫があります。 

集 中
しゅうちゅう

コースと選択
せんたく

コースの科目
か も く

を同時
ど う じ

に履修
りしゅう

することはできません。 

 

 ≪ 集 中
しゅうちゅう

コース≫の場
ば

合
あい

、「日
に

本
ほん

語
ご

1（総合
そうごう

）」「日
に

本
ほん

語
ご

2（総合
そうごう

）」は、「総
そう

合
ごう

1～8（Ⅰ～Ⅲレベル）」、「総
そう

合
ごう

1～4

（Ⅳ～Ⅷレベル）」または「総
そう

合
ごう

1～３（Ⅸレベル）」をセットで登
とう

録
ろく

すること。 

 ≪選択
せんたく

コース≫の場合
ば あ い

、各学期
か く が っ き

に指定
し て い

された日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
もく

２～３科目
か も く

の登録
とうろく

が望
のぞ

ましい。 

 ただし、学
がく

部
ぶ

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において大
だい

学
がく

院
いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

のうち、日
に

本
ほん

語
ご

プレースメントテ

ストにおいて学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅷ以下
い か

（Ⅷを含
ふく

む）にプレースされた学
がく

生
せい

は、各
かく

学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

の「日
に

本
ほん

語
ご

1（総合
そうごう

）」または

「日
に

本
ほん

語
ご

2（総合
そうごう

）」を 必
かなら

ず登
とう

録
ろく

すること。原則
げんそく

として≪選択
せんたく

コース≫の登録
とうろく

は認
みと

めない。 

  

  

  

日
に

本
ほん

語
ご

演
えん

習
しゅう

科
か

目
もく

 日本語
に ほ ん ご

の能 力
のうりょく

をより一層
いっそう

向 上
こうじょう

させたい人
ひと

のための科目
か も く

です。 

  

■■「「日日
に

本本
ほん

語語
ご

総総
そう

合合
ごう

演演
えん

習習
しゅう

AA//BB//CC//DD//EE」」・・「「 中中
ちゅう

級級
きゅう

日日
に

本本
ほん

語語
ご

文文
ぶん

法法
ぽう

概概
がい

説説
せつ

AA//BB」」・・「「 上上
じょう

級級
きゅう

日日
に

本本
ほん

語語
ご

文文
ぶん

法法
ぽう

概概
がい

説説
せつ

AA//BB」」  

登録
とうろく

できる科
か

目
もく

は、 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

により異
こと

なる。 

科目名
か も く め い

 授 業
じゅぎょう

内容
ないよう

/コース Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ 

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

A 日本語
に ほ ん ご

初 級
しょきゅう

コース ○ ○ ×不
ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

B 日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

N3 コース ×不
ふ

可
か  ※ ○ ○ ○ ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

C 日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

N2 コース ×不
ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ※ ○ ○ ○ ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

D 日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

試験
し け ん

N1 コース ×不
ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ※ ○ ○ ○ ○ ○ 

日本語
に ほ ん ご

総合
そうごう

演 習
えんしゅう

E 日本
に ほ ん

留 学
りゅうがく

試験
し け ん

コース ×不
ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ※ ○ ○ ○ ○ ○ 

中 級
ちゅうきゅう

日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

概説
がいせつ

A/B 中 級
ちゅうきゅう

レベルの日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

 ×不
ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ※ ○ ○ ○ ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  

上 級
じょうきゅう

日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

概説
がいせつ

A/B 上 級
じょうきゅう

レベルの日本語
に ほ ん ご

文法
ぶんぽう

 ×不
ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ×不

ふ

可
か  ※ ○ ○ ○ ○ 

・ 表
ひょう

の※マークは、どうしても登録
とうろく

したい場
ば

合
あい

に限
かぎ

り、登録
とうろく

することが可
か

能
のう

な科目
か も く

である。 

登
とう

録
ろく

前
まえ

に担
たん

当
とう

教
きょう

員
いん

へ 必
かなら

ず相
そう

談
だん

して許
きょ

可
か

をもらうこと。 

・ 「日
に

本
ほん

語
ご

総
そう

合
ごう

演
えん

習
しゅう

E」は、日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

・大
だい

学
がく

院
いん

への進
しん

学
がく

を目
め

指
ざ

すための日
に

本
ほん

留
りゅう

学
がく

試
し

験
けん

対
たい

策
さく

の科
か

目
もく

である。 
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■「「日日
に

本本
ほ ん

語語
ご

特特
と っ

講講
こ う

演演
え ん

習習
しゅう

」」  

 クラスが異
こと

なれば、いくつでも登
とう

録
ろく

できる。 

 「日
に

本
ほん

語
ご

特
とっ

講
こう

演
えん

習
しゅう

」の一部
い ち ぶ

のクラスは、学部間
が く ぶ か ん

協定
きょうてい

受入
うけ いれ

留学生
りゅうがくせい

で、派遣
は け ん

元
もと

大学
だい がく

において大学院
だい がく いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

の

み登
とう

録
ろく

できる。学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅶ以上
いじ ょう

の交
こう

換
かん

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において、学部
が く ぶ

ならびに大
だい

学
がく

院
いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

、あ

るいは学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅶ以
い

上
じょう

の学
がく

部
ぶ

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において学
がく

部
ぶ

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

が、当該
とうがい

クラスの

登録
とうろく

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、履修
りしゅう

指導
し ど う

時
じ

に履修
りしゅう

指導
し ど う

担当
たんとう

教 員
きょういん

に相談
そうだん

すること。 

 学
がく

部
ぶ

間
かん

協
きょう

定
てい

受
うけ

入
いれ

留
りゅう

学
がく

生
せい

で、派
は

遣
けん

元
もと

大
だい

学
がく

において大
だい

学
がく

院
いん

に在
ざい

学
がく

中
ちゅう

の学
がく

生
せい

は、当
とう

該
がい

学
がく

生
せい

のみ登
とう

録
ろく

できる「日
に

本
ほん

語
ご

特
とっ

講
こう

演
えん

習
しゅう

」を最
さい

低
てい

２つ登
とう

録
ろく

すること。また、これらの科
か

目
もく

の履
り

修
しゅう

中
ちゅう

止
し

は認
みと

めない。 

 

 

日本
に ほ ん

事情
じじょう

科目
か も く

 日
に

本
ほん

の歴
れき

史
し

・社
しゃ

会
かい

・文
ぶん

学
がく

・伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

・芸
げい

術
じゅつ

などを学
まな

びます。 

国際
こくさい

事情
じじょう

科目
か も く

 世界
せ か い

の歴史
れ き し

・文化
ぶ ん か

・ビジネス・メディア・言
げん

語
ご

学
がく

などを学
まな

びます。 

・ 登録
とうろく

できる科
か

目
もく

は、学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

により異
こと

なるため、開講
かいこう

科
か

目
もく

一
いち

覧
らん

表
ひょう

をよく確
かく

認
にん

すること。 

・ 「●以上
いじょう

」・「●以上
いじょう

 ※▲可
か

」の表記
ひょうき

も確認
かくにん

すること。これは登録
とうろく

が可能
か の う

な学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

を 表
あらわ

す。例
たと

えば、「●以
い

上
じょう

」

の場
ば

合
あい

は、学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

●より下
した

の学生
がくせい

は登
とう

録
ろく

することができないが、「●以
い

上
じょう

 ※▲可
か

」の場
ば

合
あい

は、希望
き ぼ う

により学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

●のひとつ下
した

（学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

▲）の学
がく

生
せい

も登
とう

録
ろく

が可
か

能
のう

。 

 

 

■■「「日日
に

本本
ほ ん

のの文文
ぶ ん

化化
か

特特講講
と っ こ う

AA」」  

学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの学生
がくせい

は、原
げん

則
そく

として必
ひっ

修
しゅう

科
か

目
もく

であるため、自
じ

動
どう

的
てき

に登
とう

録
ろく

される。 

登録
とうろく

の削除
さくじょ

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、科目
か も く

登録
とうろく

期間
き か ん

内
ない

にクラスコーディネーターへ相談
そうだん

すること。 
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④④  学学
が く

部部
ぶ

・・研研
け ん

究究
きゅう

科科
か

科科
か

目目
も く

のの履履
り

修修
しゅう

ににつついいてて  
派遣
は け ん

元
もと

大学
だいがく

の単位
た ん い

認定
にんてい

に必要
ひつよう

で且
か

つ日本語
に ほ ん ご

プレースメントテストで日本語
に ほ ん ご

能 力
のうりょく

が 十 分
じゅうぶん

あると判断
はんだん

された場合
ば あ い

、登録
とうろく

制限
せいげん

単位
た ん い

数
すう

の範囲内
はんいない

で学部
が く ぶ

・研究科
けんきゅうか

科目
か も く

の登録
とうろく

が許可
き ょ か

されます。対 象 者
たいしょうしゃ

には DUET で資料
しりょう

を配
はい

付
ふ

しますので、登録
とうろく

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、 必
かなら

ず学部
が く ぶ

・研
けん

究
きゅう

科
か

科
か

目
もく

登録
とうろく

の資料
しりょう

を確認
かくにん

してください。登録
とうろく

が許可
き ょ か

される学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

と科目
か も く

は、

以下
い か

のとおりです。 

 

・ 学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

Ⅴ：保健
ほ け ん

体育
たいいく

科目
か も く

、外国語
がいこくご

科目
か も く

（原則
げんそく

として、１年間
ねんかん

以上
いじょう

学
がく

習
しゅう

経
けい

験
けん

がある言
げん

語
ご

）のみ登録
とうろく

ができま

す。 

 

・ 学 習
がくしゅう

段階
だんかい

Ⅵ以上
いじょう

：自分
じ ぶ ん

で科目
か も く

選択
せんたく

・登録
とうろく

ができますが、シラバスを 熟 読
じゅくどく

して全
すべ

ての科目
か も く

において受講
じゅこう

前後
ぜ ん ご

の

予習
よしゅう

・ 復 習
ふくしゅう

がかなり必要
ひつよう

である事
こと

を理解
り か い

した上
うえ

で、登録
とうろく

をしてください。なお、他
た

学部
が く ぶ

生
せい

履修
りしゅう

不可
ふ か

科目
か も く

について

は登録
とうろく

できません。 

 

 

⑤⑤  ググロローーババルル教教育育
き ょ う い く

ププロロググララムム（（GGEEMM））科科目目
か も く

のの履履修修
り し ゅ う

ににつついいてて  
登録
とうろく

制限
せいげん

単位数
た ん い す う

の範囲内
は ん い な い

で、グローバル教 育
きょういく

プログラム（GEM）が提 供
ていきょう

する科目
か も く

を登
とう

録
ろく

することができます。GEM

科目
か も く

は、日本
に ほ ん

の文化
ぶ ん か

、社会
しゃかい

、自然
し ぜ ん

など幅広
はばひろ

い分野
ぶ ん や

を取
と

り上
あ

げ、授 業
じゅぎょう

はすべて英語
え い ご

で 行
おこな

われます。国内
こくない

学生
がくせい

と外国人
がいこくじん

留 学 生
りゅうがくせい

が共
とも

に学 習
がくしゅう

します。 

GEM科目
か も く

は先行
せんこう

登録
とうろく

です。先行
せんこう

登録期
と う ろ く き

間 中
かんちゅう

に DUET で登録
とうろく

申請
しんせい

してください。 

 

 
  


